
実践記録実践記録実践記録実践記録        第６学年第６学年第６学年第６学年    総合的な学習の時間総合的な学習の時間総合的な学習の時間総合的な学習の時間    

    

１１１１    単単単単        元元元元  修学旅行のよさを伝えるパンフレットを作ろう 

    

２２２２    情報の交流を行う場面情報の交流を行う場面情報の交流を行う場面情報の交流を行う場面    

情報を加工する場面において，３人のグループで，集めた情報を取捨選択したり，分かりやすい

言葉になっているかを吟味したりする。また，文の

順序を見直したり，文章に合った写真を選択したり

するなど，友達と意見を伝え合いながら情報を分

析・整理する。 

自作のコンピュータソフトを使うことで，パンフ

レットの製作にかかる時間を短縮し，情報の交流や

分析・整理にかける時間を多く確保する。 

    

３３３３    情報の交流により期待される効果情報の交流により期待される効果情報の交流により期待される効果情報の交流により期待される効果    

収集した情報をそのまま使うのではなく，友達と話し合いながら分析・整理することで，自分の

言葉で思いを伝えるパンフレットを作成することができる。 

    

４４４４    指導計画（１２時間完了）指導計画（１２時間完了）指導計画（１２時間完了）指導計画（１２時間完了）    

活動計画 評価計画 

学習内容 時数 学習活動における評価基準 評価の方法 

収

集

 

・ 修学旅行の目的を考える。 

・ 調べ学習の見通しを立てる

中で，パンフレットのよさに

気付く。 

・ インターネットを使って必

要な情報を収集する。 

３ 

○ 修学旅行の目的を考えたり，パンフレットのよ

さに気付いたりすることができる。 

（課題設定の能力） 

○ インターネットを使って，修学旅行先の情報を

収集することができる。    （情報の収集） 

学習プリント 

 

 

コンピュータ上の

学習シート 

分

析

・

整

理

 

・ コンピュータソフトを使っ

て，情報を分析・整理する。 

４ 

本時 

2/4 

○ 収集した情報を分析・整理して，分かりやすく

パンフレットにまとめることができる。 

（情報の分析・整理） 

コンピュータ上の

学習シート 

パンフレット 

・ 作成したパンフレットをも

とにグループで検討し，情報

を再び分析・整理する。 

２  

○ グループで検討したことをもとに，情報を再び

分析・整理して，パンフレットを分かりやすく改

善することができる。  （情報の分析・整理） 

コンピュータ上の

学習シート 

パンフレット 

発

信

 

・ 他のグループに作成したパ

ンフレットを紹介する。 
１ 

○ 聞き手を意識しながら，パンフレットの内容を

分かりやすく紹介することができる。 

（情報の発信） 

パンフレット 

行動観察 

・ 他のグループからの助言を

もとにパンフレットを改善す

る。 

２ 

○ 他グループからの助言をもとに，情報を再び分

析・整理して，パンフレットをさらに分かりやす

く改善することができる。 （情報の分析・整理） 

コンピュータ上の

学習シート 

パンフレット 

 

５５５５    本時の指導本時の指導本時の指導本時の指導    

(1) 目標 

○ コンピュータソフトを使って，インターネットにより収集した情報から，情報を選択する観

パンフレットを作成する自作ソフトの画面（写真選び） 



点（場所や人物の名前，数字といった言葉）に従って，パンフレットに載せる情報だけを取捨

選択することができる。【コンピュータ上の学習シート】（情報の分析・整理） 

(2) 準備 

教 師：パンフレット，コンピュータ，プロジェクタ，ヒント用のキーワード一覧 

子ども：コンピュータ，学習シート（自作のコンピュータソフト） 

(3) 指導過程 

時間 

配分 

学習活動 指導上の留意点 評価の観点と方法 

４分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

15 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

22 分 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時の学習を振り返り，本時の学

習のめあてを知る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 教師が準備した情報から，必要な

情報だけを取捨選択する活動を行

う。 

 以下の二つの観点をもとに必要

な情報だけを抜き出す。 

【観点１】場所や人物の名前 

【観点２】数字 

 

 

３ 自分が収集した情報から，必要な

情報だけを取捨選択し，文章を短く

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 事前にコンピュータおよびソフトを立ち

上げ，前時の学習シートの画面を表示してお

く。 

○ 前時までに作成した学習シートを実際に

見るように指示することで，前時の活動を想

起させる。 

○ 収集したすべての情報をそのままパンフ

レットにしたものを見せることで，情報が多

すぎることに気付かせる。 

○ 学習のめあてを黒板に提示する。 

 

 

 

 

○ 教師が操作する画面を大きく提示してお

く。 

○ みんなで一文ずつ読みながら，場所や人物

の名前，数字を見付けさせる。 

○ 教師の操作を見ながら自分で操作させる

ことで，見付けた名前や数字が含まれる部分

を抜き出して，短い文にまとめるやり方およ

びコンピュータ操作に慣れさせる。 

 

○ 先ほどの活動で取捨選択する前と後の情

報（もとの長い文章と短くなった文章）を大

きく提示しておくことで，どのように取捨選

択したかをいつでも振り返って参考にでき

るようにする。 

○ 机間指導を行い，情報を選択決定できてい

ることを認めて自信をもたせたり，活動が進

まない子どもに助言をしたりする。 

★ 場所や人物の名前を見付けられない子ど

もには，一緒に文章を読みながら名前を見付

け，その文字色を変えることにより，色が変

わった部分を選ぶとよいことを助言する。 

★ 場所や人物の名前を見付けられない子ど

もが多い場合には，教師があらかじめ子ども

が収集した情報から抜き出しておいた場所

や人物の名前の一覧を渡し，一覧に載ってい

る名前を選ぶとよいことを助言する。 

★ 場所や人物の名前を見付けることができ

ているが文章が短くなっていない子どもに

は，句読点で切ったり，どちらの文にたくさ

○ 本時の学習のめあ

てをつかむことがで

きたか，挙手や子ど

もの様子からとらえ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「場所や人物の名

前」「数字」という二

つの観点をもとに，

必要な情報を選ぶこ

とができたか，発言

や子どもの様子から

とらえる。 

 

 

○ 自分が収集した情

報から，「場所や人物

の名前」「数字」とい

う観点をもとに，必

要な情報だけを選

び，決定することが

できたか，コンピュ

ータ上の学習シート

の記入内容からとら

える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜学習のめあて＞ 

集めた情報から，パンフレットにのせる情報を選んで決定しよう。 



 

 

 

３分 

 

 

 

 

 

 

１分 

 

 

 

４ 本時の学習のまとめをする。 

 

 

 

 

 

 

５ 次時の予告を聞く。 

 

ん名前や数字があるかを比較させたりして

短くすればよいことを助言する。 

 

○ ２～３名の子どもを指名し，収集した情報

からいくつの情報を選択・決定することがで

きたかを発表させる。 

○ 学級全体に対して，学習のめあてを振り返

らせ，情報を選択・決定することができたか

を確認する。 

 

○ 今日選択・決定した情報の中で，難しい言

葉が使われているところに着目し，より分か

りやすい言葉に直していくといった学習を

行うことを知らせる。 

 

 

 

○ 学習のめあてを振

り返って，自分の学

習を確認できている

か，子どもの様子か

らつかむ。 

 

 

６６６６    実践の様子実践の様子実践の様子実践の様子    

本時の学習のめあてを知る場面では，教師が収集したすべて

の情報をそのままパンフレットにしたものを見せた。この提示

されたパンフレットを見て，「字が多すぎる。」「文が長くて読み

たくない。」と情報が多すぎることに気付くことができた。 

教師が準備した情報から，必要な情報だけを取捨選択する活

動を行う場面では，①「場所や人物の名前」②「数字」という

二つの観点を基に必要な情報だけを抜き出す活動を行った。大

きく提示された画面で，教師の操作を見ながら，自分たちで操

作することができた。みんなで一文ずつ読みながら，「ここに名

前がある。」「この西暦も数字だよね。」といったように，「場所

や人物の名前」「数字」という二つの観点に着目して，活動を進

めることができた。 

実際に自分が収集した情報から，必要な情報だけを取捨選択する場面では，先ほどの活動と同じ

二つの観点を基に，文章を短くする活動を行った。「ここに数字があるから残そう。」「『聖武天皇』

は絶対必要だよね。」といったように，「場所や人物の名

前」「数字」という観点を基に，友達と相談しながら必要

な情報を選ぶ様子が見られた。また，「これは名前なのか

な。」と，自分の知らない場所や人物の名前を見付けてと

まどう子どもがいたので，「自分の知らない名前は必要な

情報としなくていいよ。」と助言した。また，「必要な情

報と必要でない情報が両方あったらどうすればいいのかな。」と，とまどう子どももいた。 

本時の学習のまとめをする場面では，「収集した情報からいくつの情報を抜き出すことができたか

な。」と聞くと，「二つ」「三つ」といったように，多くの子どもが情報を選択・決定することができ

た。 

君たちが集め

た情報を，そのま

ま全部パンフレ

ットに載せてみ

ました。 

導入の場面 

教師の操作を見る子どもの様子 

『聖武天皇』

は 絶 対 必 要 な

情報だよね。 

相談しながら必要な情報を選ぶ子どもの様子 



７７７７    成果と課題成果と課題成果と課題成果と課題    

○ 実際に自分で取捨選択する前に，教師が準備した情報を使って，教師が操作する画面を見なが

ら，一緒に取捨選択する練習を行った。これにより，「場所や人物の名前」「数字」という二つの

観点を基に，必要な情報だけを抜き出す方法およびそのコンピュータ操作を学ぶことができた。 

○ 必要な情報を抜き出す練習をしたことにより，「場所や人物の名前」「数字」という二つの観点

に着目し，自分が収集した情報から必要な情報を選び，決定することができた。 

● 自分が伝えたい情報であるかどうかを考えずに，情報を抜き出している子どもがいた。「パンフ

レットで伝えたいことは何か」という課題意識を明確にして活動に取り組ませる必要があった。 

● 「場所や人物の名前」として，自分の知らない情報がたくさん含まれており，必要な情報かど

うかとまどう場面があった。判断基準として，自分が一番伝えたいことに関わっている情報かど

うかを吟味する時間を設定すべきであった。 

 


